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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年6月17日(2010.6.17)

【公開番号】特開2008-281759(P2008-281759A)
【公開日】平成20年11月20日(2008.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2008-046
【出願番号】特願2007-125716(P2007-125716)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月19日(2010.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を感光体に書き込むと共に書き込んだ画像を転写媒体上に形成するカラー画像形成
手段と、転写媒体上に形成された色ずれ検出パターンを測定して前記カラー画像形成手段
が形成する画像の色ずれ量を検出する色ずれ量検出手段と、前記色ずれ検出手段により検
出された色ずれ量に基づいて前記感光体に対する画像の書込み位置補正量を設定する書込
み位置補正量設定手段とを備えたカラー画像形成装置であって、
　前記色ずれ量検出手段が色ずれ量を検出した際における前記カラー画像形成装置のマシ
ン状態を検出するマシン状態検出手段と、
　前記色ずれ量と前記マシン状態とを対応づけて蓄積させることを特徴とするカラー画像
形成装置。
【請求項２】
　画像を構成する各色成分の画像をそれら各色成分に対応した感光体上に書き込むと共に
、それら各感光体上に書き込んだ画像を、転写媒体上に重ねて形成するカラー画像形成手
段と、前記カラー画像形成手段で形成された色ずれ検出パターンに基づき前記カラー画像
形成手段が形成する画像の色ずれ量を検出する色ずれ量検出手段と、検出した色ずれ量に
基づいて前記感光体への書込み位置補正量を設定する書込み位置補正量設定手段とを備え
たカラー画像形成装置であって、
　前記色ずれ量検出手段が色ずれ量を検出した際における前記カラー画像形成装置のマシ
ン状態を検出するマシン状態検出手段とを備え、
　検出された前記色ずれ量と前記マシン状態とを対応づけて蓄積手段に蓄積させることを
特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のカラー画像形成装置において、
　蓄積されている色ずれ量とマシン状態との対応づけに基づいて、前記マシン状態検出手
段により新たに検出されたマシン状態における色ずれ量を予測する色ずれ量予測手段を更
に備え、
　前記色ずれ量予測手段により色ずれ量を予測可能な場合は、予測した色ずれ量に基づい
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て書込み位置補正量を設定する一方、前記色ずれ量予測手段で色ずれ量を予測できない場
合は、前記色ずれ量検出手段で新たに検出された色ずれ量に基づき書込み位置補正量を設
定するとともに、新たに検出された前記色ずれ量と新たに検出された前記マシン状態とを
対応づけて前記蓄積手段に蓄積させることを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか一項に記載のカラー画像形成装置において、
　前記マシン状態検出手段は、前記カラー画像形成装置内の温度を検出することを特徴と
するカラー画像形成装置。
【請求項５】
　請求項３または４に記載のカラー画像形成装置において、
　前記色ずれ量予測手段は、検出したマシン状態に対応づけて色ずれ量が既に蓄積されて
いるか否かを判断し、蓄積されていない場合は、色ずれ量を予測できないとすることを特
徴とするカラー画像形成装置。
【請求項６】
　請求項３から５の何れか１項に記載のカラー画像形成装置において、
　前記色ずれ量予測手段は、色ずれ量を検出した際のマシン状態に許容幅を設けることで
、色ずれ補正時と同じマシン状態時の色ずれ量が蓄積されていなくとも、色ずれ量を予測
することを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載のカラー画像形成装置において、
　カラー重ね画像を形成するカラー画像形成手段の交換を検知する交換検知手段を更に備
え、
　前記カラー画像形成手段の交換を検知した場合は、蓄積されている前記色ずれ量と前記
マシン状態との対応付けを削除することを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のカラー画像形成装置において、
　前記マシン状態検出手段は、印刷画像の累積印刷枚数をカウントする累積印刷枚数カウ
ント手段を更に備え、
　マシン状態と色ずれ量とともに、それらを取得した際の累積印刷枚数を蓄積し、
　前記色ずれ量予測手段は、前記蓄積手段が保持するマシン状態と色ずれ量の取得時累積
印刷枚数と、書込み位置補正量設定時の累積印刷枚数とが規定枚数差以上である場合は、
色ずれ量を予測できないとすることを特徴とするカラー画像形成装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載のカラー画像形成装置において、
　前記蓄積手段からの予測色ずれ量に基づいて書込み位置補正量設定を行うことをユーザ
が許可するか否かを選択するユーザ選択手段を更に備え、
　前記ユーザ選択手段によりユーザが許可した場合は、予測色ずれ量に基づいて書込み位
置補正量設定を行い、ユーザが許可しない場合は、色ずれ量検出手段で色ずれ量を新たに
検出して書込み位置補正量設定を行うことを特徴とするカラー画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】カラー画像形成装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００１】
　本発明は、カラー画像形成装置に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来技術では保持する色ずれ量が固定値であるため、マシンの
経時変化や個体差による色ずれ量のばらつきに対応できず色ずれ精度に問題があった。
　そこで、本発明の目的は、色ずれ補正精度を向上させたカラー画像形成装置を提供する
ことにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１記載の発明は、画像を感光体に書き込むと共に書き
込んだ画像を転写媒体上に形成するカラー画像形成手段と、転写媒体上に形成された色ず
れ検出パターンを測定して前記カラー画像形成手段が形成する画像の色ずれ量を検出する
色ずれ量検出手段と、前記色ずれ検出手段により検出された色ずれ量に基づいて前記感光
体に対する画像の書込み位置補正量を設定する書込み位置補正量設定手段とを備えたカラ
ー画像形成装置であって、前記色ずれ量検出手段が色ずれ量を検出した際における前記カ
ラー画像形成装置のマシン状態を検出するマシン状態検出手段と、前記色ずれ量と前記マ
シン状態とを対応づけて蓄積させることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、画像を構成する各色成分の画像をそれら各色成分に対応した
感光体上に書き込むと共に、それら各感光体上に書き込んだ画像を、転写媒体上に重ねて
形成するカラー画像形成手段と、前記カラー画像形成手段で形成された色ずれ検出パター
ンに基づき前記カラー画像形成手段が形成する画像の色ずれ量を検出する色ずれ量検出手
段と、検出した色ずれ量に基づいて前記感光体への書込み位置補正量を設定する書込み位
置補正量設定手段とを備えたカラー画像形成装置であって、前記色ずれ量検出手段が色ず
れ量を検出した際における前記カラー画像形成装置のマシン状態を検出するマシン状態検
出手段とを備え、検出された前記色ずれ量と前記マシン状態とを対応づけて蓄積手段に蓄
積させることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の発明において、蓄積されている色
ずれ量とマシン状態との対応づけに基づいて、前記マシン状態検出手段により新たに検出
されたマシン状態における色ずれ量を予測する色ずれ量予測手段を更に備え、前記色ずれ
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量予測手段により色ずれ量を予測可能な場合は、予測した色ずれ量に基づいて書込み位置
補正量を設定する一方、前記色ずれ量予測手段で色ずれ量を予測できない場合は、前記色
ずれ量検出手段で新たに検出された色ずれ量に基づき書込み位置補正量を設定するととも
に、新たに検出された前記色ずれ量と新たに検出された前記マシン状態とを対応づけて前
記蓄積手段に蓄積させることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３の何れか一項に記載のカラー画像形成装置に
おいて、前記マシン状態検出手段は、前記カラー画像形成装置内の温度を検出することを
特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　請求項４に記載の発明によれば、マシン状態を機内温度で識別することで、色ずれ量を
識別可能なマシン状態と関連付けて情報を蓄積することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　請求項５記載の発明は、請求項３または４に記載のカラー画像形成装置において、前記
色ずれ量予測手段は、検出したマシン状態に対応づけて色ずれ量が既に蓄積されているか
否かを判断し、蓄積されていない場合は、色ずれ量を予測できないとすることを特徴とす
る。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項５に記載の発明によれば、蓄積した情報から補正時のマシン状態と一致する色ず
れ量に基づいて予測色ずれ補正を実施することで、信頼性の高い予測色ずれ量を決定し、
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予測色ずれ補正を実施することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項６記載の発明は、請求項３から５の何れか１項に記載のカラー画像形成装置にお
いて、前記色ずれ量予測手段は、色ずれ量を検出した際のマシン状態に許容幅を設けるこ
とで、色ずれ補正時と同じマシン状態時の色ずれ量が蓄積されていなくとも、色ずれ量を
予測することを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項６に記載の発明によれば、色ずれ補正時のマシン状態に許容幅を設けることで、
色ずれ補正時と同じマシン状態時の色ずれ量情報が蓄積されていなくとも、予測色ずれ補
正を実施することで、予測色ずれ補正の実施頻度を向上させることができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項７記載の発明は、請求項１から６のいずれか１項に記載の発明において、カラー
重ね画像を形成するカラー画像形成手段の交換を検知する交換検知手段を更に備え、前記
カラー画像形成手段の交換を検知した場合は、蓄積されている前記色ずれ量と前記マシン
状態との対応付けを削除することを特徴とする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項７に記載の発明によれば、露光器や感光体ユニットの交換を検知したら、蓄積し
た色ずれ情報を破棄して交換後の状態で再度色ずれ量情報を再構築することで、露光器や
感光体ユニットの交換に伴う色ずれ特性の変化に対応することができる。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項８記載の発明は、請求項１から７のいずれか１項に記載の発明において、前記マ
シン状態検出手段は、印刷画像の累積印刷枚数をカウントする累積印刷枚数カウント手段
を更に備え、マシン状態と色ずれ量とともに、それらを取得した際の累積印刷枚数を蓄積
し、前記色ずれ量予測手段は、前記蓄積手段が保持するマシン状態と色ずれ量の取得時累
積印刷枚数と、書込み位置補正量設定時の累積印刷枚数とが規定枚数差以上である場合は
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、色ずれ量を予測できないとすることを特徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項８に記載の発明によれば、機内温度、色ずれ量とともに、色ずれ量を取得したと
きの累積印刷枚数を蓄積し、予測色ずれ量を決定するときに、色ずれ補正実施時の累積印
刷枚数との差分で有効か否かを判断することで、経時変化に伴う色ずれ特性の変化に対応
することができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項９記載の発明は、請求項１から８のいずれか１項に記載の発明において、前記蓄
積手段からの予測色ずれ量に基づいて書込み位置補正量設定を行うことをユーザが許可す
るか否かを選択するユーザ選択手段を更に備え、前記ユーザ選択手段によりユーザが許可
した場合は、予測色ずれ量に基づいて書込み位置補正量設定を行い、ユーザが許可しない
場合は、色ずれ量検出手段で色ずれ量を新たに検出して書込み位置補正量設定を行うこと
を特徴とする。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　　請求項９に記載の発明によれば、ユーザの意思を反映することが可能で高い操作性が
得られる。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除



(7) JP 2008-281759 A5 2010.6.17

【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正４６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正５６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　次に、実施例１について、図４～５を用いて説明する。
【手続補正６４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　最後に実測した色ずれ量と検出した機内温度を色ずれテーブルに追加して（ステップＳ
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１１１）、最初の色ずれ発生判断に戻る。
【手続補正６５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５７】
　次に、実施例２について、図５を用いて説明する。
【手続補正６６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　次に、実施例３について、図６を用いて説明する。
【手続補正６７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　次に、実施例４について、図７、８を用いて説明する。
【手続補正６８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　次に、実施例４について、図７、８を用いて説明する。
【手続補正６９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６６】
　次に、実施例５について、図８を用いて説明する。
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